
 

 

 

 

 

 

 

 

「今が一番幸せです。」  主任教諭 平田 晴信  

 

 「あなたの将来の夢は？」、「大人になったら何の職業に就きたい？」 子ども時代によく聞かれた

質問ではないでしょうか。３年生の生徒達は今まさに将来について考えているのではないでしょうか。 

 

  私の出身は長崎県です。父は小学校の教員で、父が対馬（長崎県の島です）に赴任しているときに

産まれました。父の姿を見て育った私は、小学校に入学する時には「学校の先生になりたい」と思う

ようになりました。 

  大学は工学部へ進学しましたが教師の夢を捨てきれず、大学卒業後に東京の大学で、１年間かけて

数学の免許を取得しました。その後、長崎県の教員採用試験を受けつつ、地元の長崎県で１年間の期

限付任用教員として勤務しました。しかし、当時は就職氷河期でした。さらに長崎県の教員採用人数

は極端に少なく、６年間正規採用されることはありませんでした。 

  このままではいけないと思い、数学の免許取得のために１年間過ごした東京都も受験し、３回目の

受験で東京都に正規採用に採用されました。 

  

  簡単に私が東京都の教員になるまでの話をしました。もちろん上記に書いていない苦難や挫折、嬉

しいことや悲しいこと、様々な体験をしました。これを読んでいる皆さんも今までの人生の中で様々

な体験をしたことと思います。 

  私は数学の免許の取得に、１年間遠回りをしました。採用試験も何回も落ちました。現在は地元を

離れて東京で生活しています。紆余曲折しながら、子どもの頃のイメージとは少し違いますが、夢を

実現することができました。 

 

  私は、「今が一番幸せです。」。 

  今までの人生全てを含めて、今の私があります。長崎県の採用試験に合格していたら、東京都で勤

務する事はなかったでしょう。東京で数学の免許を取得していなかったら、東京都を受験しなかった

でしょう。また、東京都に採用されなかったら南が丘中学校で勤務する事もなかったでしょう。南が

丘中学校の生徒や保護者の皆様、教職員の方々と出会うこともありませんでした。私は今、目の前に

いる生徒との出会いや、今までの人生を全部含めて「今が一番幸せです。」 

 

  中学校生活の３年間は長い人生の中で短いかもしれませんが、生徒にとっては大切な３年間です。

南が丘中学校の教職員として、生徒にしっかり寄り添っていきたいです。そして、生徒たちが「今が

一番幸せです。」と言える学校にしていきたいと思います。 

  私や皆さんも１０年後、２０年後、３０年後も「今が一番幸せです」と、言える人生を歩んでいき

たいものですね。 
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南が丘通信 

教育目標 

進んで学び深く考え、積極的に行動する人 

思いやりの心を持ち、互いに協力する人 

心身ともに健康で、創造力のある人 

http://www.minamigaoka-j.nerima-tky.ed.jp/


●学校評議員会● 

１１月５日（金）、第２回学校評議員会が開

かれました。授業参観、給食試食の後、校長よ

り教育活動の報告があり、意見交換を行いまし

た。出席された評議員の方々からは、「南が丘

中では、生徒たちが玄関だけでなく遠くからで

も『こんにちは』とあいさつをしてくれるのが

うれしい。その姿勢が様々な教育活動にしっか

りつながっていると感じる」「運動会が無事に

実施でき、よかったと思う。上級生の行動や思

いを見て、下級生が頑張っていける」「コロナ

の影響下で『できなかったこと』よりも、『で

きたこと』に生徒たちの目が向けられ、柔軟に

頑張っている姿が素晴らしい」「オンラインの

取り組みについて、家庭でも授業が受けられる

準備を整えていただいているが、親としては、

学校に通ってこそ子供の力になるのではないか

と考えている」など、貴重な意見を多数いただ

きました。 

●１１月の表彰● 

【第３２回伊藤園お～いお茶新俳句大賞】 

佳作 ３年Ａ組  

「元日のポストの中は大渋滞」 

 

●生徒会朝礼● 

 １１月８日（月）の生徒会朝礼で、改選さ

れた生徒会役員や後期専門委員の認証式が行

われました。生徒会活動の主体も、進路選択

へ向かう３年生から 

１・２年生へと引き 

継がれます。南が丘 

中の伝統をしっかり 

背負ってくれるよう 

期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～南が丘中学校のキャリア教育～ 

いよいよ３年生は進路選択の時期。一年後、二年後、卒業後

を見通して、下級生も「キャリア」について取り組んでいます 

●総合的な学習の時間《２年》● 

今年度はコロナ対応のために実施できなかった職場体験

の代替として、１１月１２日（金）総合的な学習の時間

で、リモートで教室と事業所を繋ぐ「職業インタビュー」

を実施しました。図書館、幼稚園、販売業などに加え、政

治家、弁護士、医師、農業従事者、マジシャンなど、普段

はなかなかお話を伺うことのできない職業の方々へ、各班

が準備した質問をして、様  々

な立場からのお答えをいただ 

きました。 

「働くとはどういうことか」。 

将来、職業を選択するために 

参考となる貴重な体験でした。 

【学校評価アンケートへの協力を 

お願いいたします】 
学校評価アンケートは、 

皆様の声をお聞きしながら 

よりよい学校づくりを目指 

すことを目的としています。 

すでにお知らせしており 

ますが、保護者の皆様には 

「Google forms」により 

１１月１９日（金）までの回答をお願いしており

ます。ぜひご協力ください。 

●総合的な学習の時間《１年》● 

１１月１日（月）に第１学年の総合的な学習の時間で、

本校の宮田校長が「コミュニケーション」について考える

授業を実施しました。「乗っている船が遭難した！近くの

無人島へ持っていくものは？」という問題を通して、自分

と他人は意見が違うことに全てのグループが改めて気づき

ました。「自分と他人は意見が違う」、「相互理解」、 

「コミュニケーションは未来を 

拓く鍵」。社会の一員として 

コミュニケーション能力を 

高めていく必要性を理解でき 

た授業となりました。 

第２回は１１月１７日（水） 

に行われる予定です。 

 


